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多収阻害要因の診断法及び対策技術の開発プロジェクトは、平成２７年からスタートし

た５カ年計画です。大豆、麦および薬用作物について、技術開発による生産コストの低減

や単収の向上を目標に掲げ、主に低収に甘んじている箇所を底上げして全体の平均単収を

引き上げるという考え方で取り組んでいます。 

 大豆の部分では、様々な項目の実態調査を行ってそれを解析し、どのように底上げして

いくのかを示すマニュアルを作成します。 土づくり、病虫害、雑草および排水対策等のパ

ートに分けて調査・技術開発をしています。北海道から九州までの 16道県を調査地とし

て、単収の高いほ場、低いほ場の栽培方法や土壌条件などを比較し、改善につながる相違

点を見いだしつつあるという状況です。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このプロジェクトにおいて私は実態調査結果にもとづいた雑草対策マニュアルの作成と

いう役割を担っています。これまで 2年間で収集した 300件近くのデータを精査し、ど

のほ場で何を改善したらよいか重要度で場合分けを試みています。 

例えば、湿害等による生育不良に加えて雑草害が出ているのか、排水対策等はできてい

るにも関わらず難防除雑草が原因となって生育不良となるのかでは、異なる対策技術を行

う必要があります。そこで、雑草害については大きくこの二つの場合分けを行っています。

難防除雑草は、土壌処理剤では防除が困難ですので、茎葉処理剤も必要となります。しか

し、茎葉処理剤も雑草により得意不得意があるので、適切な剤を使用しないと取りこぼし

が起きてしまいます。ブロックローテーションで田畑輪換がなされているほ場では、難防

除雑草の発生はある程度控えめになりますが、大豆を固定で連作してしまうと倍々どころ

か 10倍、100倍と増殖して、深刻な問題となります。 

 

近年大豆のほ場をとりまく雑草の種類

は大きく変わってきています。十数年程前

からの転作による大豆作付けが増える前は、

シロザ、タデ類、ヒエやメヒシバなどとい

った日本国内で一般的な種類が主要でした。

ところが近年では、帰化アサガオ類、イヌ

ホオズキ、オオオナモミ、ヒユ類、イチビ

といった主にアメリカ合衆国での問題雑草



も、日本でも大きな問題となり、無視できなくなっています。 

  

大豆バサグランという広葉雑草に対して効果がある選択性除草剤が登場して 10年以上

経ちました。大豆と同じマメ科の雑草など、この剤では防除できない種類があり、大豆の

作付けを繰り返すうちにその割合が増えてしまいます。大豆バサグランだけでは対応でき

ない難防除雑草については、中耕・培土等の耕種的防除や、非選択性除草剤の畦間散布技

術などを組み合わせて、大豆と雑草の生育差を生み出し、大豆の被覆で雑草の生育を抑制

するのが、現状の対策技術の柱になります。 

このプロジェクトの目標の一つは、さらに効率的な雑草防除体系をつくることです。大

豆バサグランに代わる全面散布可能な、複数の混合剤による一発土壌処理剤の開発で、こ

れは大豆の初期生育期間が短い西日本向けを想定しています。また、非選択性除草剤の畦

間散布において、薬剤が大豆の株本体にかからないような高精度散布技術の開発にも取り

組んでいます。これらを各地の試験研究機関で分担して実証試験を行っているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新しい防除体系で期待しているのは、平成２９年１２月頃に登録認可見込みである新し

い茎葉処理剤であるフルチアセットメチル乳剤（商品名：アタックショット乳剤）です。

フルチアセット乳剤は、だいず２～４葉期の生育初期が施用時期であり、大豆バサグラン

と同様に全面散布が可能です。だいず５葉期以降への登録拡大は現在、試験を実施中です。

大豆バサグランと比較して、エノキグサ、ホオズキ類、ヒユ類、シロザに対する防除効果

が高く、一方、大豆バサグランで防除できるキク科、カヤツリグサ科の雑草には効果が劣



るいう弱点もあります。そのた

め、ほ場ごとに問題となってい

る雑草を把握して、どちらの剤

を使うのか、あるいは両方使う

のか、両方使うならどちらの剤

を先に施用するのかなど見極め

る必要があります。例えば、大

豆バサグランと中耕・培土の体

系では防除しきれない雑草が多

いほ場では、フルチアセットメ

チル乳剤を適切な時期に導入す

ればより効果的な防除体系が構築できるでしょう。 

 

高い効果が期待されるのは、大豆の生育阻害から収穫作業の阻害、汚損粒の発生等で問

題になるイヌホオズキ類の防除です。イヌホオズキ類にはさまざまなタイプがあることが

わかっています。それらについて主に東北農研で試験を行い、どの時期にどれくらいの量

を処理すれば、最適な効果が得られるのか実証しているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



フルチアセットメチル乳剤の全面散布では、大豆の葉に薬害が生じます。ただし、散布

後に展開する新葉への影響はないので、気温が高く初期生育期間の短い西日本では、品種

間差をあまり考慮せずに処理できると想定されます。一方、東北地方では、低温での新葉

の展開に日数がかかるため、生育の遅延や不良を引き起こす場合がありえます。そのため、

地域の気候特性や品種、栽培体系を考慮して、各県が試験を行って適切な施用方法を確認

したうえで普及を目指すことになるでしょう。 

 イヌホオズキ類と同様に帰化アサガオ類の雑草害も大きな問題となっています。10年

前は東北地方の大豆ではほとんど見られませんでしたが、現在では東北全県で被害があり

ます。帰化アサガオ類は大豆の株につるが巻き付いて、収穫作業ができなくなることもあ

ります。被害を防ぐには毎年徹底的に防除を行う必要があります。フルチアセットメチル

乳剤は、大豆バサグランと同程度のアサガオ類への防除効果が認められています。そこで、

帰化アサガオの種類や生育ステージ、剤の組み合わせ、処理の順番による防除効果の違い

について西日本を中心に実証試験が行われています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フルチアセットメチル乳剤は平成３０年から販売される予定です。各県の研究機関や普

及部署と連携した実証試験の結果を踏まえて、新しい雑草防除マニュアルを作成します。 

 他にも出芽時のかん水管理によって、大豆への影響を最小限に抑えながらアサガオやア

レチウリに湿害を与える防除法についての試験や、新たな除草機の防除効果について、土

壌水分や雑草の生育ステージも考慮して適切に評価するための試験なども本プロジェクト

で行っています。これらもよい結果が出ることを期待しています。 



本プロジェクトは来年度から後半期へ突入していきます。現場に活かせる結果が出せれ

ばと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


